















皮質経路の二つの経路  (以下，二経路モデル )  から生起すると考えられ









程を明らかにすること  (研究 1～ 3)，皮質経路における情動刺激の意識
的な認知を伴う意識的評価について，統御的処理を含めた不快情動体験
生起過程に関わる心理学的過程を明らかにすること  (研究 4～ 5)，二経
路モデルとして統合して不快情動体験生起過程に関わる心理学的過程を









起写真の提示条件  (閾下提示／閾上提示 )  と情動価  (不快／中性／快 )  ，
提示視野  (左視野／右視野 )  ，反応した手  (左手／右手 )  を独立変数とし




応の生起が損なわれるか，研究 1 と同様の Go/Nogo 課題から検討した。
分析対象は，右利きの左側頭葉切除患者  (以下，LTL) 3 名，右側頭葉切





検討した。情動喚起写真の提示条件  (閾下提示／閾上提示 )，情動価  (不
快／中性／快 )  に加えて，一次性・二次性サイコパシー尺度  (大隈ら ,  
2007) の得点に基づく群間差  (Psychopathy傾向高群／Detachment傾向高
群／Antisocial 傾向高群／Psychopathy 傾向低群 )  から検討した。対象は
大学生および大学院生 47 名であった。  
研究 4 
 意識的評価において，怒り表情の顔の向きを弁別し情動調整がなされ







の数字の逆唱条件， 1 から 4 を順に数唱する統制条件における感情プラ
イミング課題によって検討した。プライム刺激には情動喚起写真  (ネガ
ティブ／中性／ポジティブ )，語彙判断課題には漢字二つの組み合わせに
よる無意味語と，情動価  (ネガティブ／中性／ポジティブ )  の異なる漢






激提示開始からターゲット刺激提示開始までの時間間隔  (stimulus onset  
asynchrony; 以下，SOA) を 200ms と 800ms に操作する条件を加え，プラ
イム刺激の情動喚起写真の情動価  (ネガティブ／中性／ポジティブ )，タ
ーゲット刺激の漢字二字熟語の情動価  (ネガティブ／ポジティブ )  を独





 可能性があることから検討した。実験課題は研究 6 と同様であり，邦訳
版特性不安尺度  (清水・今栄 ,  1981) と邦訳版 Social Desirability Scale (北
村・鈴木 ,  1986) の得点に基づいて，抑圧型群，対照群としての低不安群





た。実験課題は研究 6 と同様であり，邦訳版 Bermond-Vorst Alexithymia 














真提示後の右手による Go 反応は RTL 群に比して遅かった。  
 
 研究 3 
 差は小さいが，サイコパシー傾向の Antisocial 次元が高い者は，閾下
提示条件では不快情動喚起写真提示後の Go 反応は速く，閾上提示条件












 閾下提示・ SOA 200 条件では，ネガティブプライム提示後のネガティ















































入力 )  を抑制し，ポジティブ情報に対する認知処理  (想起，入力 )  を促進
する可能性があると考えられた。一方で，認知処理における負荷が高く
情動処理を阻害されるような状況では，不快情動喚起後，ポジティブ情
報に対する認知処理  (想起，入力 )  を促進させる機能は働くが，ネガテ










































入力 )  を抑制し，ポジティブ情報に対する認知処理  (想起，入力 )  を促進
することが関わると考えられた。  
 
